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運営側と考える会に埋まらない溝

京
都
大
学
理
学
部
附
属
植
物

園
に
お
い
て
、
二
〇
〇
二
年
十

月
頃
か
ら

二
〇
〇
三
年
の

一
月

頃
ま
で
、
植
物
園
を
実
質
的
に

管
理
し
て
き
た
理
学
部
植
物
学

教
室
が
、
「
環
境
整
備
事
業
」
と

称
し
園
内
の
樹
木
約
三
十
本
を

伐
採
し
た
。
植
物

園
園

丁
で

あ

っ
た
中
島
和
秀
氏
が
伐
採
計

画
が
明
ら
か
に
な

っ
た
時
点
か

ら
反
対
意
見
を
述
べ
て
、
中
島

氏
の
一雇
用
問
題
に
発
展
し
た

（
中
島
氏
は

一
度
解
雇
と
の
通

知
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
雇
用

は
延
長
さ
れ
、
現
在
は
植
物
学

教
室
か
ら
理
学
部
施
設
掛
に
所

属
を
か
え
、　
一
年
こ
と
に
更
新

す
る
処
遇
に
戻
さ
れ
て
い
る
）
。

こ
れ
を
き

っ
か
け
に
植
物
学
教

室
の
運
営
方
針
が
問
題
化
。
現

在
に
至
る
ま
で
、
植
物
園
の
利

用
者
と
理
学
研
究
科
の
運
営
側
‐

と
の
す
れ
違
い
が
続
い
て
い

る
。理

学
部
附
属
植
物
園
は
北
部

構
内
東
側
通
用
門
か
ら
入

っ

て
、
す
ぐ
右
手
に
あ
る
。

一
九

二
三
年
に
設
立
さ
れ
、
京
大
関

係
者
や
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ

て
き
た
。

京
大
植
物
園
は
、
当
初

「
植

物
園
を
単
に
珍
し
い
植
物
を
集

め
た
栽
培
園
で
は
な
く
生
態
学

的
特
色
を
も

っ
た
も
の
に
し
よ

う
と
の
構
想
の
も
と
に
建
設
を

す
す
め
た
」
と
沿
革
の
記
述
に

あ
る
よ
う
に
、
「
生
態
植
物
園
」

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
マ
ク
ロ

な
現
象
を
扱
う
生
物
学
か
ら
分

子
生
物
学
が
全
盛
の
時
代

へ
と

研
究
手
法
の
ト
レ
ン
ド
が
変
化

す
る
中
、
「
生
態
植
物
園
」
と
し

て
の
必
要
性
が
植
物
学
教
室
に

と

っ
て
は
薄
れ
て
来
て
い
る
こ

Ｌ
も
伐
採
の
背
景
に
あ
る
よ
う

だ
。
し
か
し
、
依
然
そ
の
役
割

を
必
要
と
し
て
い
る
研
究
分
野

（
昆
虫
生
態
研
究
な
ど
）
が
あ

り
、
実
際
利
用
者
は
多
岐
に

渡

っ
て
い
る
。
理
学
研
究
科
以

外
に
も
、
農
学
研
究
科
や
人
間
・

環
境
学
研
究
科
な
ど
の
大
学
院

生
や
教
官
、
さ
ら
に
は
学
外
の

他
研
究
機
関
の
人
々
も
研
究
に

利
用
し
て
い
る
。

植
物
学
教
室
の
公
式
見
解
に

よ
る
と
、
農
学
研
究
科
長
か
ら

理
学
研
究
科
長
に
、
敷
地
内
ヘ

の
日
当
た
り
の
減
少
に
よ
る
研

究

へ
の
支
障
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
植
物
園
の
樹
木
に
対
す
る

適
切
な
措
置
を
取
る
よ
う
要
求

さ
れ
た
こ
と
が
伐
採
計
画
の

き

っ
か
け
と
な

っ
た
と
し
て
い

る
。
近
隣
住
民
か
ら
落
ち
葉
に

対
す
る
苦
情
が
来
た
こ
と
も
理

由
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
用

願
を
も
と
に
研
究

・
教
育
に
支

障
が
出
な
い
か
ど
う
か
配
慮
の

上
で
伐
採
計
画
を
立
て
、
実
施

後
も
調
査
し
た
が
、
支
障
が

あ

っ
た
と
の
報
告
は
な
い
と
し

て
い
る
。

樹
木
伐
採
を
き

っ
か
け
に
学

内
外
の
有
志
に
よ

っ
て

「
京
大

植
物
園
を
考
え
る
会
」
が
設
立

さ
れ
て
い
る
。
考
え
る
会
は
、

京
大
植
物
園
の
観
察
会
や
勉
強

会
な
ど
を
開
催
し
、
利
用
す
る

立
場
か
ら
園
の
あ
り
方
を
考
え

て
き
た
。
代
表
は
琵
琶
湖
博
物

館
長
の
川
那
部
浩
哉
氏
と
河
野

昭

一
氏

（両
氏
と
も
京
大
名
誉

教
授
）
が
務
め
る
。

昨
年
八
月
末
か
ら
理
学
研
究

科
に

「
植
物
園
運
営
委
員
〈
こ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の

メ
ン
バ
ー
は
、
岡
田
清
孝
、
戸

部
博
、
（
以
上
植
物
学
）
、
堀
道

雄
、
曽
田
貞
滋
（
以
上
動
物
学
）
、

平
野
丈
夫

（生
物
物
理
学
）
、
加

藤
重
樹

（
化
学
）
、
西
田
吾
郎

（数
学
）
。

考
え
る
会
は
、
昨
年
十

一
月

十
六
日
に

「
京
大
植
物
園
八
十

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
温

故
知
新
―
」
を
開
催
し
た
。
そ

の
会
の
場
で
集
め
ら
れ
た
意
見

を
集
約
し
、
二
〇
〇
三
年
十
二

月
十
九
日
、
全
学
か
ら
利
用
さ

れ
る
よ
う
な
組
織
の
あ
り
方
を

予
算
面
な
ど
も
含
め
模
索
す
る

こ
と
、
運
営
に
利
用
者
の
声
を

反
映
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
こ
と
、
運
営
に
外
部
評
価
を

導
入
し
情
報
公
開
す
る
こ
と
な

ど
を
求
め
た

「
管
理
運
営
方
針

に
対
す
る
提
案
」
を
、
運
営
委

員
会
に
提
出
。
今
年

一
月
十
九

日
ま
で
に
提
案
書
に
対
す
る
考

え
を
提
示
す
る
よ
う
求
め
た

が
、
返
事
は
な
い
と
い
う
。

植
物
園
の
管
理
運
営
業
務

が
、
植
物
学
教
室
か
ら
運
営
委

員
会
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を

受
け
、
植
物
園
の
利
用
は
理
学

研
究
科
生
物
科
学
専
攻
事
務
室

に
利
用
願
を
提
出
す
る
と
運
営

委
員
会
に
届
け
ら
れ
、
そ
の
許

可
を
得
る

（
岡
田
委
員
長
の
サ

イ
ン
を
得
る
）
と
い
う
か
た
ち

に
な

っ
て
い
る
。
以
前
は
利
用

届
を
植
物
学
教
室
に
提
出
す
れ

ば
、
原
則
的
に
誰
で
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
新
利
用

願
で
は
学
外
者
で
あ
る
場
合
学

内
の
教
官
の
紹
介
が
必
要
に
な

り
、
利
用
へ
の

ハ
ー
ド
ル
が
以

前
よ
り
高
く
な

っ
て
い
る
。
利

用
方
法
を
変
更
し
た
経
緯
の
説

明
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
運

営
委
員
会
に
生
態
植
物
園
と
し

て
維
持
す
る
た
め
の
管
理
運
営

提
言
が
で
き
る
専
門
家
が
参
加

し
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
な
が

ら
、
不
透
明
な
研
究
利
用
の
審

査
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

考
え
る
会
で
は
問
題
視
し
て
い

る
。
考
え
る
会
と
当
局
の
間
に

は
、
依
然
見
解
の
す
れ
違
い
が

み
ら
れ
る
。

一
刻
も
早
く
直
接

的
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。


